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社会福祉法人中信社会福祉協会 

令和７年度みすぎの森地域連携推進会議議事録 

 

 

１ 日時  令和７年１２月１２日（金） 午後２時５５分から午後３時４０分まで 

 

２ 場所  障害者支援施設ささらの里会議室（松本市大字内田２００番地１） 

 

３ 構成員 

  利用者代表     ２名（みすぎの森入居者） 

  保護者       ２名（保護者会副会長、保護者） 

  地域関係者     １名（寿地区小池町会長） 

  福祉に識見のある方 １名（法人第三者委員） 

            １名（法人第三者委員） 当日欠席 

  経営に識見のある方 １名（社会福祉法人アルプス福祉会あしすと東・らいふあし  

すと管理者） 

  行政担当者     １名（寿地区福祉ひろばコーディネーター） 

  施設職員      ５名（所長、専門員（サービス管理責任者）、庶務課長、 

               医務課長、栄養士） 

 

４ 議事録 

 ⑴ 開会 

   定刻前ではございますが皆様お揃いですので、ただいまから令和７年度みすぎの

森地域連携推進会議を開会いたします。（庶務課長） 

 ⑵ 自己紹介 

   初めての会議となりますので、自己紹介をお願いいたします。次第の出席者の上

の方から順番にお願いします。（庶務課長） 

   【出席者全員が自己紹介】 

   ありがとうございました。次に所長の丸山からあいさつを申しあげます。（庶務

課長） 

 ⑶ 所長あいさつ 

   日頃は、「ささらの里」、「こきりこささら」、「みすぎの森」に対してご理解とご

協力をいただきまして大変ありがとうございます。これまで「ささらの里」では、

利用者さんからの直接の声を聞いていただくのに、第三者委員さんに事業所のなか

で起きたことを報告する場として、年３回報告やご意見をいただくことをしてまい

りましたが、本年度から障害者総合支援法の改正で事業所と地域の連携を目的とし

てこの「地域連携推進会議」を年１回行うといった方向性が出されました。そんな

なかで、急ではありましたが大変お忙しい皆さんにご理解をいただきお引き受けい
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ただきありがとうございます。初めての会議で至らない点もあるかと思いますが、

このあと事業所のなかを見ていただき、担当の者から報告させていただくなかでご

意見やご感想をいただければと思いますので本日はよろしくお願いします。（所長） 

 ⑷ 会議事項 

ア 地域連携推進会議について 

    庶務課長（上條大地） 「地域連携推進会議について」会議資料に基づき説明 

  イ グループホームみすぎの森について（事業所内見学） 

    所長案内のもと事業所内を見学 

  ウ 事業所からの報告 

   （ｱ） 令和７年度上半期事業報告（利用者の日常生活の様子、行事への参加状況

等） 

      「令和７年度上半期事業報告（利用者の日常生活の様子、行事への参加状

況等）」について会議資料に基づき報告（庶務課長） 

   （ｲ） 事故・ヒヤリハット、苦情・要望、利用者満足度調査結果等について 

      「事故・ヒヤリハット、苦情・要望、利用者満足度調査結果等について」

会議資料に基づき報告（サービス管理責任者）  

   （ｳ） 医務担当及び栄養給食担当からの報告について 

      「医務担当からの報告」について会議資料に基づき報告（医務課長） 

      「栄養給食担当からの報告」について会議資料に基づき報告（栄養士） 

  エ 意見交換 

     利用者の家族の立場から日頃からよく支援していただいているという感想

です。一つだけ、３ページのところにインスタグラムへの投稿についての記載が

あります。私は普段ホームページしか検索しないのですが、昨年６月くらいから

更新がされていないようです。ＷＥＢサイトのほうも少し更新していただければ

と思います。（保護者会副会長） 

    昨年度から法人をあげてインスタグラムに力を入れていて、ＷＥＢサイトの更

新が少し疎かになってしまっていました。気を付けていきたいと思います。  

（庶務課長） 

    私の家族は、「みすぎの森」が開所するのを待って入居しました。本当に素晴

らしい施設だと思っています。障がい者にとって素晴らしい施設だと思っていま

す。そんな流れで皆さんにお世話になっています。コロナ禍から段々行事がスム

ーズに行われなくなってしまったことが残念です。これはいたし方ない部分があ

ると思いますが、コロナ禍前は保護者を含めてたくさんの行事に参加させていた

だきました。またそのような状態に戻りたいと保護者としては思います。決して

無理のない範囲でそういう部分も再開いただければと思います。あとは、本日見

学させていただきまして、「みすぎの森」のお風呂場ですが、どのように活用し

たらいいか難しいところですが、私たちも案があればお出しします。皆さんが使

い勝手の良いように使っていただけたらと思います。よろしくお願いします。 
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（保護者 A） 

    初めて見学させていただいて、利用者さんの思いを実現できるような施設にな

っているんだと思いました。ありがとうございました。一つお聞きしたいのは、

食事提供は「ささらの里」でつくって運んでいるのかグループホーム内でつくっ

ているのかどちらですか。（寿地区小池町会長） 

    月曜日から金曜日までの平日は「みすぎの森」の利用者さんが「ささらの里」

に通所してお昼を食べられています。朝晩と祝日の３食についてはグループホー

ムで世話人さんがつくった食事を召しあがっています。（栄養士） 

    先ほど見学の時に台所で調理されていた方が世話人さんです。（サービス管理

責任者） 

もう一点は、事故・ヒヤリハットについてです。大きな事故はなくヒヤリとい

う説明があり、改善策が書かれていますので引き続き注意して対応していただけ

ればと思います。法人のほうには、職員の採用や異動などで利用者に不便になら

ないようにお考えいただき対応いただければと思います。町会としましては、交

流の一環として文化祭の際に作品を出展いただきましたが、これ以外のことでも

できることがあればとこの機会を通じて感じたところであります。何かありまし

たらご連絡いただければと思います。本日はありがとうございました。（寿地区

小池町会長） 

    本日の会議では、このように資料を用意いただいて、日ごろの熱意が伝わって

きました。また、「みすぎの森」を久しぶりに見学させていただき、目の前にい

る丸山所長さん、髙橋さんもそうですが、私が在職中からの職員がいて、「みす

ぎの森」にも懐かしい顔が拝見できてとても嬉しく思いました。どこでも人手不

足が言われていますが、実際の充足度や採用についてはいかがでしょうか。教え

ていただければと思います。（第三者委員） 

    新規採用の部分については、当法人は歴史が長く、加えて障害者支援施設が４

カ所、グループホーム、就労や相談の事業所があり、そういったところに魅力を

感じて応募いただく方がいます。おかげさまで年度当初の人員は、ほぼ充足して

います。他法人では、人手不足が深刻なところもあり、「人がいない」というこ

とを口に出さないようにしているといった話を聞いたことがあります。それに比

べるといいほうなのかと思います。今年度については、家庭の事情など自己都合

で退職する職員や産休・育休を取得する職員がいます。求人しても応募がない期

間が長く、厳しい体制での業務が続いていました。おかげさまで、パートタイム

で勤務していただける方の応募があり、十分ではありませんが何とか勤務を組む

ことができている状況です。（庶務課長） 

    これまでも人を紹介してくださいとお願いをしながらという経過がありまし

た。大きな塊で２４時間つながる仕事のなかでは、働きやすい時間があれば、特

に、「みすぎの森」では、休日と夜間を支える世話人の確保には大変苦労してい

ます。おかげさまで何とかなっていますが、それでも皆さん年齢を取られていた
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り、朝早くと夜働いていただかなくてはならないというところでは、地元の皆さ

んどれだけ助けられているかということが正直あります。その辺も含めてぜひ応

援いただけると助かります。いま７０歳を超える世話人さんが多くいるなかで、

近くの方が歩いて来ていただいています。ただ、その皆さんも病気になったり怪

我をされたりということがあります。元気でいていただきたいですが、こればか

りは見えないところです。（所長） 

    私は同じジャンルで仕事している者です。先ほどありましたよそ様は苦労して

いるというよそ様に当たるところです。正直な話をすれば、他法人のグループホ

ームのようすや実態をしっかり見させていただく機会は非常に少ないです。この

近さでありながらなかなか見えていなかった「みすぎの森」をしっかり拝見させ

ていただいたのはいい機会でした。学ばなければならないところもたくさんあっ

たと思っています。先ほど職員の話もありましたが、職員の待遇はいま結構課題

になっていて、ちょうど共同作業所連絡会で国会請願書名が始まっていきます。

請願６項目のうち処遇改善のための国の補助金を大幅に上げてくださいという

ことが語られている状況です。そうなればいいと思いますし当事業所も頑張って

いきたいと思っています。 

    お聞きしたいのは、他人ごとではない感染症についてです。日中の施設はコロ

ナ感染者が出れば「家でしっかり治療をしてください」という距離をとることが

できますが、グループホームというところは、ひとたび感染者が出ると休みもで

きず、外に他の人を出すこともできません。ゾーニングを行って１、２週間耐え

ていくということになります。我々のグループホームでは、利用者は居室にいら

れなくて出てきてしまいます。周囲が気になって出てきてしまいます。みすぎの

森でも車いすで、先ほども利用者の方が顔を出してくれましたがなかなか必ず部

屋にいるということも難しいと思います。共有空間もたくさんあり、苦労されて

いたのではないかと思います。苦労されたことやこんな工夫で乗り切ったなどの

お話があれば、活かしていきたいと思いますので聞かせていただけるとありがた

いです。（あしすと東・らいふあしすと管理者）  

    どうしても健康観察期間など現在もそうですが、利用者の一人でも風邪等の症

状があると、感染が拡がらないように予防線をはります。グループホームですと

１居室に１人ずつですので、食堂での食事を中止して排泄と入浴以外は居室で過

ごしていただく状況になります。ヒントになるかわかりませんが、感染を防ぐた

めの手段は極力交流をなくし、職員はガウンテクニックしながら完全ゾーンに入

る職員を決めて限定する。第１みすぎの森と第２みすぎの森は、普段は職員の交

流がありますがそこを遮断して交流を避けるのが基本です。利用者の皆さん外出

の機会は申し訳ないですが中止させていただきます。利用者さんは、感染すると

大変だということを心得ていて協力いただいていますが１から２週間過ごして

いただきます。状況を見ながらですが保健衛生委員会を開いて何日間経過して状

況はどうか、週明けからどうしようかということを適時開いて、利用者さんが生
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活の範囲を広げられるように少しずつ解除していく形をとっています。先日まで

そういった状況があり、対応中に新たに感染症が出てくるとまた同じように居室

に戻っていただくという繰り返しです。やることはできるだけ接触を避けるとい

うところです。（サービス管理責任者） 

    職員は、居室に入る前にガウンテクニックを完璧にして入ります。出るときに

は窓から出ます。外ですべて脱いで消毒して建物内に入ります。それが難しいと

すれば、廊下にパーテーションを設置してイエローゾーンといった空間をつくり

ます。最後までクリヤーなゾーンにしなければならないのは、食事を提供するリ

ビングですので、その部分にいかに持ち込まないよう努力するのかです。職員は、

レッドゾーンに入ったらひたすら外を歩かなければならないこの時期は申し訳

ない感じがしますがそういった対応をとります。（所長） 

    平家建てだからできる導線です。複数階のグループホームでは難しいと思いま

す。（サービス管理責任者） 

    「ささらの里」の利用者さんはマスクができない方が多いですが、「みすぎの

森」の利用者さんは頑張ってマスクを着けてくれています。そうやって出かけた

り日ごろの努力をしています。頭が下がります。（所長） 

    導線の話は所長からあったとおりです。そのほかには、感染症を拡大させない

ために職員がグループホーム両建物を行き来しないようにすること。レッドゾー

ンの職員を限定すること。感染症に罹患して勤務できる職員が少なくなることな

どがあり、シフトが非常に厳しいものになります。休みが取れないことから、落

ち着いたところで振替休日を取得できるように配慮します。（所長） 

    本当にいつもお世話になりながらコロナを機にぐっと回数が減ってしまって

とても寂しい思いでした。グループホームの中に入って皆さんの写真を見させて

いただいて、「久しぶりだね」という方もいらっしゃいましたが、忘れられたん

だなと思ってマスクを外しても以前とちょっと違っていて、間隔が空いてしまっ

たがためになんだか寂しいと思いがありました。利用者の皆さんは職員さんに支

えていただいていますが、私たちには何ができるのかというところで、写真のな

かで「おいしそうだったな」とか「いい笑顔だね」と素敵な写真がたくさん載っ

ていて、素敵な笑顔が続くようにするのにはどうしたらいいのか、私たち福祉ひ

ろばが近くにあります。どんな受入れだったり、カラオケや体操の映像が見られ

る機械があったり、地域の皆さん月１回でもお出かけできる場所としてのお手伝

いなど、同じ地域に住んでいるので何かできないかととても思いました。福祉の

文化祭だけではなく、以前は福祉の喫茶店を行ったりと体育館をうまく活用して、

暑いだの寒いだのいろいろなことがあっても大勢の皆に会えるのは楽しみだろ

うと思います。それにマルシェもどんな風にしたらいいのかなという、地域に施

設が多いので福祉ひろばの特色と皆さんとのかかわりは何かというのは、この場

でもっと意見交換できればいいと思います。今日は声をかけていただきありがと

うございました。（寿地区福祉ひろばコーディネーター） 
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    職員数が少なくて職員の皆さんは大変な思いをしています。定年を過ぎた人も

働いていますし、夜勤明けの人が早番に入るようなこともあります。また、ほと

んど夜勤ばかりの職員もいて職員同士が顔を合わせることが多くありません。

「みすぎの森」の利用者は日中「ささらの里」や「こきりこささら」に通所しま

すが、人数が限られているので通ってくるのにも時間がかかります。通所の時間

帯だけでもいいですので、もっと職員を増やしてもらいたいと思います。（利用

者 A） 

    先日も所長とグループホームの基準を満たす人員配置以上に職員が必要だよ

ねという話をしました。法人では、これから新年度に向けての体制について検討

します。「みすぎの森」への職員の加配について働きかけていくこととしていま

すのでお願いします。（庶務課長） 

    グループホームは皆がいるから嬉しいです。ご飯がおいしいし、皆で食べるの

がおいしいです。（利用者 B） 

皆様からいただきましたご意見、ご提案につきましては職員会議の機会を捉え

て共有し、どのような具体的な取組みにつなげていくのか考えてまいります。あ

りがとうございました。（庶務課長） 

 ⑸ お礼のあいさつ 

   本日は本当にありがとうございました。特に「みすぎの森」の皆さんは、寿地区

の皆さんから良くしていただいて、色々な行事で声をかけていただいたり、子ども

たちとのふれあいがどれだけ嬉しく、利用者さん自身が育って大人になった等、こ

の１０年の中でその子ども達がどんどん成長する姿が嬉しく思いました。実際に、

小中学校のボランティアで訪れた方がこの業界に入ってくれているということも

嬉しいです。これからも同じようにお付き合いいただいたり、ここで生活している

だけでは自分たちのことしかわからないというのが正直なところで、私たちも外の

ことがわかっているのか、ご迷惑をかけていることたくさんあるのではないかと思

います。もしもこちらに教えていただけることがありましたら声をかけていただき、

私も困ったときに助けてくださいということで、せっかくのお付き合いのなかでお

願いするような場面もあるかと思いますが、今後ともよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。（所長） 

 ⑹ 閉会 

   以上を持ちまして令和７年度みすぎの森地域連携推進会議を閉会とさせていた

だきます。皆さんありがとうございました。（庶務課長） 

以上 


